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高齢者の温熱環境に関する実態測定　　第１報　測定の概要および温熱評価

奈良女大家政　○磯田憲生　梁瀬度子，京都教育大　榊原典子，広島大教育　　岩重博文
新潟大教育　　五十嵐由利子，　　　　江南女短大　水野由美.大阪青山短大　宮沢モリェ

目白勺　高齢者の住宅の温熱環境の実熊を把握するために,九州地方なif.の高齢者を対
象に，住宅の特性や住まい方などを調査すると共に，人体周囲気温，皮膚温，生活行Hi.
暑さ寒さの感覚などを測定し. 高齢者の住まい方や温熱環境の影響を検討した。ここでは
調査方法の概要と住まい方などを報告する。
方｀老*　温熟環境の実態測定は，大分，広島，大阪.愛知，新潟の各地のそれぞれ5～
10名の高齢者と住宅を対象に実施した。また，比･較のため大学生も対象とした。住宅の特
性や住まい方などは，住宅の構造，間取り.冷暖房器具，着衣・寝具の状況，器具の使用
状況や窓の開閉などの住まい方，風通しや居心地などの居住性評価，健康などの身体状況
についてヒアリング調査した。被験者の周囲気温および皮膚温（胸部，手部，足部）の測
定は，熟電対および携帯用温度記憶装置を用いて５分間隔で2 4時間測定した。睡眠や家
事などの生活行動，暑さ寒さや快適さの感覚は，睡眠時を除き測定期間中6 0分間隔で調
査票に記入してもらった。着衣の種類や重さなどの着衣状況も調査した。
糸き ^艮　夏暑く，冬でも温かい広島地方では，築後６～2 2年の木造住宅に加え，築後
1 0年のR C造集合住宅か対象である。夏には風通しかよいか，扇風機やi) ーラーの使用
が多い。冬にはこたつ，ストーブ，ファンピークなどが使用され，寝具にも電気毛布の使
用が多い。積雪のある新潟地方では，木造２階建て，築後2 0年～3 0年の住宅か対象で
あり,夏には冷房器具は使われず，冬にはストーブや寝具に電気毛布が使用される。持病
は高血圧が多い。

　文献　井関他：住宅温熱環境の実mm査，日本,家政学会誌，Vol.39 No.8 ,･1988
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第２報　測定事例1 (大分地方）
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＜目的〉　　本報では、大分地方（一部福岡地方を含む）に居住する高齢者について、夏期

・冬期の温熱環境への適応の実態を、大学生の結果と比較して報告する。

〈方法〉　　実mm定は夏期の調査を1988年８月に、冬期の調査を1988年12月から1989年１月

にかけて行った。対象者は夏期-冬期とも同一で、高齢者・大学生とも男女３名ずつ計12名

である。調査項目は第１報で述ぺた通りである。

〈結果〉　1 ）調査対象旬高齢者は木造に４名、R C it に2名居住しているのに対し、大

学生は’木造IX. 4名（一部鉄筋も含む）、鉄骨造に2名居住している。夏期は冷房しない自然

室温の25℃～3ox:前後で、冬期は10 で～24℃前後の採暖・暖房の室内で主として生活してい

る。これら室温にはR c 造住宅で日変動が少ないほかは特に構造による違いはみられない。

2 )高齢者は大学生に比べ、活ill量が低くまた冷房機器の使用程度も少ないので夏期には

皮膚温の変動幅が概して小さい。しかし胸部の皮膚温は高齢者の方が周囲% 温に左右され

やすい傾向がみられ、冬期でも大学生より着衣量が多いにもかかわらず、胸部皮膚温の低

下が認められる。一方、大学生は環境温度の変化が大きな中で生活しているにもかかわら

ず、皮膚温は全般に恒常を保っている。3 ）夏期は特に署い時にクーラ-を使用する程度

でヽ通常は扇風機で十分過ごせるとしている。4 ）冬期の寝室it n c 造を除いて7V前後ま

で低下しているが、寝具を暖める用具を使う習慣はあまりなく、また夜問においてもほと

んど単一の採暖・暖房器具だけで満足いく温熱環境が得られている。


